起　　訴　　状
平成25年○月○日

下記被告事件につき公訴を提起する。

名　古　屋　地　方　裁　判　所　殿

名　古　屋　地　方　検　察　庁
　　　　　検　察　官　検　事　　　御剣　怜侍
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亜内　武文
本　　籍　　東京都千代田区永田町１丁目７番１号
住　　居　　愛知県可児郡阿合村柿ノ木４－５
職　　業　　大学生

勾留中　　　　蟹　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

平星４年○月○日生　　　　　　　　　　　　　　　　

　
公　訴　事　実

　被告人は平星２４年１０月２日、前日に母蟹(当時４５年)が○○によって死に至ったことを、猿(当時○○歳)の犯行に依ると告発した。しかし同年１１月８日午後８時００分頃、猿が証拠不十分により釈放されたことを不満に思った被告人は、臼(当時２７歳)、栗(当時２０歳)、蜂(当時２０歳)(以下臼等)を愛知県可児郡阿合村柿ノ木４－５,自宅に招くと四人はその場で猿を殺害することを共謀した。
同年１１月１１日午後5時００分頃、臼等は愛知県可児郡阿合村柿ノ木１－１、猿宅に侵入し、囲炉裏に隠れた栗は、猿が暖を取ろうとしたところをその身を焦がし、猿に体当たりした。続いて蜂は、猿が患部を冷やそうと瓶に近づいたところを、隠れていた瓶の影から飛び出し、猿を針で刺した。そして猿が外へ逃げようとするところを、臼は屋根から飛び降り猿の頸部を殴打し、猿に○○の傷害を負わせ、同日午後５時１０分頃、愛知県可児郡阿合村栗ノ木３－６、柿ノ木日赤病院において猿を右障害に伴う○○によって死亡させるに至った。

被告人は同年１１月８日午後８時００分頃、臼等と猿殺害に関して共謀し、この実行を容易にするため同年１１月１１日午後４時３０分頃、帰宅しようとする猿を○○にて２０分に渡って足止めをした。然して被告人は臼等と共に猿殺害に関する共同正犯に問われるべきものである。
罪　名　及　び　罰　条

殺人罪　　　　　　　　　　刑　法第１９９条(殺人)、第６０条(共同正犯)

